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は じ め に
2007年４月１日から，６ヶ月間の在外研究が始
まり，成田発・香港経由で，フランクフルト
（Frankfurt am Main）に到着し，先ずは，そこ
でホルツハウゼン（Holzhausen）家，ムスター
シューレ（Musterschule）などを訪ね，一週間
後の４月８日から，フレーベル（Fröbel, 1782～
1852）が世界に先駆けて創設した幼稚園誕生の地
バート・ブランケンブルク（Bad Blankenburg）
に移った．本稿は，Bad Blankenburg とカイル
ハウ（Keilhau）での Fröbel に関連する史跡巡り
の報告である1）．
1．Bad Blankenburg の街並み～変貌を遂げる町～
ドイツの小さな駅は，皆そうなのだが，Blan-
kenburg の駅にも改札口はなく，駅員は居ない．
切符は普通，自動販売機で買い，検札は車内で済
ませる．2007年４月８日（日）Frankfurt am Main
から Blankenburg の駅に降り立ち，すぐ近くに
ある Hotel Zum Steinhof という予約しておいた
ホテルに落ち着いた．
翌４月９日（月），早速 Blankenburg の町を偵
察に行く．その町は，ドイツ中部，チューリンゲ
ン（Thüringen）森林地帯に位置し，その州都は
エアフルト（Erfurt）で，Bad Blankenburg 地方
自 治 区， Thüringen 郡 の ザ ー ル フ ェ ル ト
1 ）　筆者は，『中央大学論集』の前号 （第33号）所
収，拙稿「フレーベル『ゆかりの地』今と昔」に
おいて，Fröbel が誕生してから転々と職探しを
し て Frankfurt am Main に あ る 模 範 学 校
（Musterschule）の校長，グルナー（Gruner）に
出会う前まで，彼が青年期までに関係した「ゆか
りの地」について主としてまとめたが，本稿で
は，Griesheim（グリースハイム）で創設した学
園を移転させた Keilhau（カイルハウ）と，比較
的晩年になって移り住んで幼稚園を創設した Bad 
Blankenburg の二つの「ゆかりの地」を中心に
まとめた． この駅も無人
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（Saalfeld）・ルードルシュタット（Rudolstadt）
に属している．2006年６月30日の調べによれば，
その町の面積は，35.56㎢，人口7,441人である
（ 因 み に，1960年12月31日 の 統 計 に よ れ ば，
Fröbel が生きていた時代1834年の人口は，1,２56
人，2005年は7,46２人であった）．
その町は，周囲を山に囲まれた，山あいの静か
な町で，端から端まで20分くらいで歩けるほど
の，非常に小さい美しい佇まいの町である．その
町の中心やその周辺には，Fröbel にゆかりの土
地が数多くあり，彼の活動を彷彿とさせる多くの
建造物や記念碑が残っている．
例えば，Fröbel の生家があるオーバー・ワイ
スバッハ（Oberweissbach）は，その町からそん
なに遠くはなく，今日でも郷土の博物館として存
在しているし2），また，10㎞ほど離れた Keilhau
には1817年に創設された「一般ドイツ教育学園
（Allgemein deutche）」が，言語に障害をもつ子
どもたちの治療センターとして，今もなお存続し
ている．
Fröbel が，Keilhau からスイスに行き，更に
Bad Blankenburg に移り住んだのは，1837年（55
歳）初頭のことであった．そこで，彼が試みたこ
とは，それまでに，哲学的に深めてきた「人間発
達の初期における教育に関する思索」を実践して
みることだった．
筆者は，この町には1995年に開催された，「国
際フレーベル学会，第一回大会，日・独フレーベ
ル会議（以下，「日・独会議」と略記する）」に参
加するために訪れていたのだが，その時に比べる
と旧市街は，当時の面影を残しながらも，町はず
いぶんと整備され綺麗になっていて，車の数が増
え，交通渋滞さえいたるところで見られるように
なっていた．
町の中心街に行き，まず「フレーベル博物館
（Fröbelmuseum）」に行くことにした．その博物
館は，1839年４月21日，Fröbel が57歳の誕生日
を迎え，名誉市民になるに及んで，後ろの広場の
庭とともに与えられ，町の規定に従って現在の場
所に移されたものである．その年（1839）から，
Fröbel は，そこを「遊戯と作業の施設（Spiel-und 
Beschäftigungsanstalt）」として使用し，1840年
から1844年まで「世界で初めての幼稚園」として
そこに存在していた．いわゆる「地下室の上の家
（Haus über dem Keller）」と呼ばれたこの施設
は，町の中央にある広場からそんなに遠くなく，
階段を上った所にある入り口には，1982年フレー
ベルの200回目の誕生日に際して，その記念とし
て開設されたことが，次のように記されている．
IN DISEM HAUS BEFAND SICH VON 1839-
1844 FRIEDRICH FRÖBELS SPIEL-UND BE-
SCHÄFTIGUNGSANSTALT. DER ERSTE 
KINDERGARTEN DER WELT. 1982 ALS GE-
DENKSTÄTTE ANLÄSSLICH DES 200. GE-
BURTSTAGES FRÖBELS EINGERICHTET.
筆者は何回かこの博物館には来ていて，知って
いるはずなのに行きつかない．おかしいと思い，
2 ）　前掲，拙稿「フレーベル『ゆかりの地』今と
昔」，『中央大学論集』第33号所収，誌上で取り上
げた． 博物館階段を上がった入口にある銘板
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確かに以前来たと思われる場所で，家族連れに出
会ったので聞いてみると，現在，博物館の周囲は
修復中で，入り口まで上る階段が全て工事中と
なっていて上がれないとのことだった．遠回りを
して，フェンスで囲まれた道を通り，かろうじて
入り口にたどり着いた．そこには，オースターの
休み中の開館案内が書かれてあった．
博物館に入れないので，町を大まかに見て歩
く．古くなった家が修復されて鮮やかな色をし　
ているものと，修復されずに，くすんで壊れそう
になっている家とが対照的に存在していた．東ド
イツに属していた地域は，戦後の市街の整備はな
されることなく，歴史的に意味のある多くの建造
物が老朽化していった．旧東ドイツ国家の政策
は，建物の価値とは関係なく，古くなった建物は
解体してコンクリートの集合住宅にしていく方針
だったから，第二次世界大戦で大きな被害を蒙る
ことはなかったが，東ドイツに，もう少し財政的
な余裕があったなら，東ドイツの古い歴史的な建
造物は，姿を消していたのではないかとも言われ
ている．高台から見ると，この町にも，確かにそ
のような集合住宅地の一帯を見ることができるか
ら，そのことはこの町にも妥当することなのであ
ろう．
しかし，1989年11月10日ベルリン（Berlin）の
壁が崩壊して以後，ドイツは変わった．Fröbel-
museum が現在修復されているのも，歴史的な
建造物を守ろうとする新しいドイツ政府の政策の
一環であるとみていいだろう．
今，この町はいたる所で改装がなされ，大きく
変わろうとしている．10年前，老朽化から取り壊
されそうになった建物が，西側の統治下となり，
守られたのである．ドイツ人は建て替える場合，
多くは，古いままの姿をとどめる．Fröbel が
Keilhau に学園を設け，幼稚園を開設した当時の
面影が失われることなく，昔の輝きをとどめて欲
しいものだと心から願う．
2．以前に宿泊したホテル，「シュヴアル 
　　ツエッケ（SCHWARZECK）」
４月14日（土），駅の近く，Schwarza 川沿い
にある公園を散歩している時，1995年の「日・独
会議」の時に泊まったホテルのことが気になり，
探すことにした．当時は，小笠原道雄教授と石橋
哲成教授と木内陽一教授の４人で泊まったことは
覚えているが，ホテルから会場となっていた
Fröbelmuseum まで，いつも木内教授の運転す
る車に乗せてもらっていたので，ホテルの位置な
ど，まるで分かっていなかった．探してもどうし
ても見つからない．Götheweg から少し奥まった
所にあるホテルまで歩いたが，そのホテルは，似
てはいるが泊まったホテルではない（後にその名
は，Hotel Am Goldburg であることが分かる）．
そのホテルで聞くことにして，入って行き「この
ホテルに似ているけれど，もう少し高いところに
あるホテルに前に泊まった記憶があるのだが，見
つからなくて……」というと，その受付に居た女
性は，すぐに，筆者が探しているホテルが分か
り，「それは，このホテルでしょう」とパンフ
レットを見せてくれた．その人は，かつてそこで
工事中で階段は使用できない
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働いていたのだという．そのホテルに間違いない
というと，そのホテルは既に閉鎖されていると話
してくれた．1995年に泊まったというと，その時
は，まだ経営していたが，その後に閉鎖になった
のだと説明してくれた．当時は，なんのグループ
で来たのかと問われたので，「日・独会議で来
た」というと，なんと筆者を思い出してくれた．
そのホテルは「シュヴアルツエッケ（SCHWAR-
ZECK）」というホテルだという．見せてくれた
パンフレットをくれないかというと，それは思い
出だから上げられないという．地図で教えても
らったそのホテルは，そこからそう遠くはないの
で，歩いて行くことにする．まず，Georgstrasse 
を行き，その道をまっすぐに進むと，Heinrich-
str. に出たので，そこを横切り更に少し歩くと，
確かに見覚えのある道に出た．そこからなだらか
な上り坂になっているが，そこは前に来た時に
通った道であることが，直ぐに思い出された．そ
の坂を上っていくと前に泊まったホテルが廃墟と
化して現れてきた．崩れそうになっている玄関の
ド ア に は，「HOTEL ALT THÜRINGEN 
SCHWARZECK」の文字があった．懐かしく思
う反面，いつ閉鎖されたのだろうという疑問とと
もに時間の流れを感じ，なんだか複雑な気持ちに
もなった．
3．博物館長，ロックシュタインさん 
　　との打ち合わせ
４月10日（火），前日に入れなかった Fröbel-
museum に行くことにして，10時の開館に間に
合うように歩いて行く．工事は既に始まってい
た．オースターの休みも終わり，町も少し活気が
出ていた．Fröbelmuseum に近づくと隣の教会
の鐘が鳴っていた．博物館のドアを開けると，入
り口の直ぐの広場に，子どもたちが輪になって椅
子 に 座 り， マ ル ギ ッ タ・ ロ ッ ク シ ュ タ イ ン
（Margitta Rockstein，1952－）館長を始め，職
員の人々と何やら遊具で遊んでいた．何人か大人
の女性が居たが，多分母親か幼稚園の教諭であろ
う．ここにおいて開催された「第１回，日・独会
議」の際，筆者も日本側発表者の一人として参加
していたので，既に面識はあった．また，同年
（1995年）９月に明星大学で開催された，「第14
回，日本ペスタロッチ一・フレーベル学会」の際
にもお会いしている．館長は，その来日で「ブラ
ンケンブルクのフレーベル博物館について」とい
う講演をしている3）．
館長の仕事が終わるまで，展示物を見て回っ
た．館長は，子どもたちとのコンタクトを終え
て，ビュローに案内してくれ，コーヒーとクッ
キーでもてなしてくれた．この町での日程調整の
意味もあり，いくつか質問をした．まず，「毎
年，市役所の前で，６月28日（幼稚園創立の日）
に行われるという子ども祭りが今年もあるのかど
うか」を聞くと，市役所に電話で問い合わせてく
れ，今年は，フレーベルの誕生日４月21日に「子
3 ）　拙稿「バード・ブランケンブルクのフレーベル
博物館について」，『中央大学論集』第18号所収，
p.43～p.52平成９（1997）年3月，参照．
ロックシュタインさんが子どもに恩物の遊び方を
教えていた
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ども祭り」が行われるので，現在では，６月28日
の「子ども祭り」は，未定だという．
次に，日本を離れる際に聞いていた，９月にあ
るという博物館の25周年記念式典の開会日を聞く
と，９月21日と22日に予定されているということ
であった．是非，参加したいと思った4）．また，
5月11日～12日にかけて Rudolstadt で開かれる
国際フレーベル学会「子どもとともに形成する生
活―フレーベル教育学の現代的展望―（LEBEN 
GESTALTEN MIT KINDERN-ZUKUNFTS-
PERSPEKTIVEN DER PÄDAGOGIK FRIED-
RICH FRÖBELS）」の参加申し込みは，博物館
でできるということであったので，すぐに手続き
をとった5）．
それから，町での体験や，フレーベルの史跡な
どで疑問に思った点などをいくつか聞いたが，
「町を歩いている時に見た売り物件の一つに，フ
レーベルの『恩物』が飾られていた建物があった
が，なにかフレーベルにゆかりの建物なのか」と
質問すると，「この町の半分は空き家で，若い
人々は外の町に出て行ってしまい，老人が多く
なっている」とのことであり，「建物を売りに出
すような場合，人目を引くように，フレーベルと
は何ら関係がなくても，フレーベルの遊具を飾る
ことはよくあることだ」と説明してくれた．
4．Rockstein 館長の Fröbel ゼミナール
Rockstein 館長は，「フレーベルゼミナール」
という講座を現在でも，その博物館で定期的に
行っている．是非それを見たいと希望すると，６
月13日（水）にあるので，来てもいいという許し
を得て，６月の二回目の Blankenburg 滞在でそ
れは実現した．
６月13日（水），Fröbelmuseum には，９時前
に着いた．会場は，狭い部屋で，Thüringen の
各地の幼稚園から18人の先生方が研修に来てお
り，ほとんど部屋はいっぱいであった．その方た
ちは，ベテランの幼稚園教諭で，既に一般的な職
業教育は終わっており，その次の段階の高次な研
修を受けるコース受講者なのだそうだ．
受講者たちは，まず，幼稚園の簡単な歴史，
Fröbel の教育に対する考え方，哲学的な原理で
ある「生命合一（Lebenseinigung）」の概念を館
長から聞く．その後，幼稚園は家庭と学校とを結
ぶ媒介の施設として，特に両親に「子どもの本
質」を理解してもらうために生じた施設であるこ
とを説明してもらい，現代ではとかく言葉に頼り
すぎる幼児教育が行われがちであるが，幼稚園で
の教育は単に教え込むのではなく，遊びを中心に
した教育であることが強調され，Fröbel の教育
実践が具体的に語られた．そして，遊具は，単に
子どもを遊ばせるための媒介物の役割を果たすだ
けではなく，それにより，大人とのコミュニケー
4 ）　この式典には，筆者も出席した．その時の概略
は，日本ペスタロッチー・フレーベル学会，紀要
『人間教育の探求』，第22号所収の「図書紹介」，
「フレーベルの遺産」（Margitta Rockstein und 
Karl Neumann, Fröbel Erbe.）, Druckhaus Gera 
Gmbh, 2009, p.81～p.88で簡単に述べた．
5 ）　この国際学会にも筆者は出席した．その時の概
要は，上記の「図書紹介」において簡単に述べ
た． 受講者たちは，皆ベテランの幼稚園教諭
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ションを円滑にさせる側面が重要であることが述
べられた．それは子どもたちの集中力を高め，数
学の基礎をなすものであり，更には，遊ぶことに
より，子どもは外界を知り，逆に自己認識を深め
る心理的なメカニズムが話され，Fröbel が考え
た幼稚園の全体がまとめられた．
「フレーベルゼミナール」のもう一つのプログ
ラムは，博物館の職員（Musemspädagoge），カ
リン・ボセ（Karin Bose）さんによる「Fröbel
が行った教育の実際」であり，Fröbel が当時行っ
た実際の教育が様々な手本により示された．受講
生は，配られた材料により，手本を見ながら，
「フレーベル・ステルネ」を初め，さまざまな手
仕事をしていく．ボセさんは，受講生の周りを回
りながら，細かく指導をしていた．受講生のうち
二人だけ，自然のさまざまな材料を集めて大きな
壁掛けを作ることになって，実際に外に材料を集
めに行き，作品を作り上げた．
子どもたちが実際に作った作品も含めて，多く
の模範から受講生たちは，思い思いの作品を作っ
ていた．
Fröbel が当時実際に行っていた教育の再現を
見ることができて，とても有意義であったと同時
に，自然との関係などで，現代にも通じる非常に
大切な教育の真髄がそこにはあると強く思った．
5．Bad Blankenburg における Fröbel に 
　　関連する史跡
①　フレーベルザール（Fröbelsaal）
４月12日（木），Blankenburg の市役所（Rathaus）
に６か月間のドイツ研究滞在の書類を届けに行く
と， 主 と し て そ こ の 図 書 館 を 管 理 し て い る
Rainer Kreidel 氏が，Fröbelsaal を親切に案内し
てくれた．そこでは今も市議会議員の会議が行わ
れており，最前列には，市長が議長を務める議長
団の椅子が並べられてあった．また，そのザール
では，そのほかに，音楽のコンサート，結婚式，
ラベンダーのお祭りなどが催される．
そこは，歴史的に意義深い場所で，「一般ドイ
ツ幼稚園（Allgemein Deutsche Kindergarten）
の創設準備がなされた所であり，1840年６月28日
に，そこで催された「幼稚園創立祝賀会」の席
上，Fröbel が初めて「幼稚園について」講演を
なした所ある．そこの旧広間は，1955年には，修
復中であったが，翌1996年には完成した．
フレーベルが行なった教育の実際を再現するボセ
さん ライナー氏の説明
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②　「遊具の記念碑」
Schwarza 川のほとりにある公園は，とても美
しい．川沿いに小ぢんまりとしたベンチが置か
れ，また，内側にも，憩うために，ベンチがとこ
ろどころに置かれている．そうした感じがいいベ
ンチ以外は全く人の手が加えられておらず，川の
せせらぎが，心地よく耳に響き，その小川の両岸
には，小さな花々がたくさん咲いて，私たちの目
を楽しませてくれる．新緑が日の光に輝き，素敵
な小鳥のさえずりが耳に届く．上には，澄みきっ
た青空が広がっている．
Schwarzburgerstr. に至る二つの橋は，周囲の
景色に溶け込んでとてもいい雰囲気をかもし出し
ている．なんと美しい公園なのだろう．この公園
は，なんという名前なのか，何人かの人に聞いて
みたが，誰も知らなかった．「町の公園」と皆呼
んでいるという．
土曜日ということもあったのかもしれないが，
自転車に乗っている家族連れや，手をつないで散
歩する夫婦の姿に多く出会った．人々は，とても
明るい表情をしていた．小さい町に住んでいると
いう閉塞感は，若者たちにも全く感じられない．
「グーテンターク」と声をかけると，にっこりと
笑い，返事を返してくれる．
この公園は，Fröbel が子どもたちと一緒に散
歩した時の状況とほとんど変わっていないと思
う．本当に豊かな自然のなかで，子どもたちのみ
ならず，大人たちの人間性も育まれているという
感じを強く抱いた．Fröbel は，だからこそ，子
どもたちに遊戯をさせる場所としてこの公園を選
び，遊戯を通して人間性を育もうとしたのだろ
う．彼が人間教育の根源に自然を考えたことも，
この公園を散歩すると，ごく当たり前のように感
じて来る．その伝統が今でもこの公園にはあり，
人々の憩う場として，今も愛され続けているのだ
ろう．
この公園には，「深い所からの湧き水（Anto-
nious quelle）」があり，そこから左に少し奥まっ
た所に，正方形の台の上に円筒形，更にその上に
球が乗っているフレーベルの独特のシンボルとも
なっている形の「遊具の記念碑」が建っている．
そこには，何回か来たが，いつも，若い人からお
年寄りまで，さまざまに憩う人々が楽しそうに談
笑していた．
その「遊具の記念碑」，円筒形の石には，「フ
レーベルは，ここで子ども祭りを開催した（hier 
Veranstaltete Friedrich Fröbel seine kindergar-
tenfeste）」と書かれてあり，正方形の台の下の
方 に は「 恩 物 の 基 本 形（Grund formen seiner 
Spielgaben）」と書かれ，下には「球体，立方体，
正方形（Kugel, Walze, Wuerfel）」と彫られてい
る．さらに裏には浮き出た文字で「1940年に建て
られた（frichtet 1940）」と彫られてあった．
③ 　「フレーベルの横顔のある記念碑（Fröbel-
denkmal）」
「遊具の記念碑（Spielgaben–Denkmal）」から
公園をぬけて歴史を偲ばせる木の橋を渡ると，
Schwarzburgerstr. その通りを横切り少し行く
と，Fröbelstr. が あ り，Schwarzburgerstr. に 面
し小さな公園がある．その中央奥に，「フレーベ
ルの横顔のある記念碑（Fröbeldenkmal）」が建
てられている．それは，Fröbel 生誕100年を記念
して，1882年に完成し，彼の業績を讃えて除幕式
が行われた．その記念碑には，上のほうに「幼稚
園 の 創 設 者 フ リ ー ド リ ッ ヒ・ フ レ ー ベ ル
（FRIEDRICH FRÖBEL, 1782-1852 BEGRUEN-
DER DES KINDERGARTENS）」と言う文字が
彫られている．
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④ 　フレーベル幼稚園（Kindergarten）と「フ
レーベルハウス（Fröbelhaus）」
４月17日（火），フレーベル幼稚園（Kindergar-
ten）と同じ敷地内に存する「フレーベルハウス
（Fröbelhaus）」を見学しに行ったが，今日は休
みらしく子どもたちの姿はない．前面の壁には
「Kommt Laßt Uns Unsern Kindern Leben！」
という Fröbel のモットーが書かれてあり，窓に
は，白い切絵や貼り絵が外から見えるように貼っ
てあり，全体的にきれいな建物であった．
門は，低い扉で Fröbel のシンボルマークを初
め，小さなかわいい飾りが作られていた．門を入
ると入り口のドアがあり，その左側には，石でで
きたかなり大きな，フレーベルのシンボルマーク
「球・円錐形・立方体」があり，右側の壁には白
い石版がかかっていて，そこには「FRÖBEL-
HAUS 28. JUNI 1900 GRUNDSTEINLEGUNG 
ANGEREGT DURCH ELEONORE HEERWART
（1900年６月28日に，エレオノーレ・ヘールヴァ
ルトにより，基礎付けられた）と書かれてあっ
た．
呼び鈴を鳴らすと，先生らしき人が出て来た
が，「今日は，園長先生は不在なので，またの機
会に来てほしい」ということだった．日本から
持って来た小さい人形などを渡し，名刺を渡し
て，幼稚園を後にした．
この時に聞けなかった話を６月11日（月）に聞
くことができた．訪問がちょうど12時ぐらいに
なってしまい，子どもたちは昼寝をしているとう
ことで，園を見せてもらうことはできなかった．
しかし，ヘーン（Höhn）園長がいらして，園
長室で，いろいろと話を聞くことができた．現在
の児童数は，120人で，12人の先生方で受け持っ
ているという．先生方の勤務時間帯，勤務形態
は，一様ではなく，一日5時間受け持つ先生や，
7時間受け持つ先生などさまざまだという．子ど
もが来る時間は６時で，夕方の17時までが保育時
間だそうだ．
来ている子どもたちの年齢は，１歳から６歳，
7歳までの子どもたちで，年齢ごとにグループに
分け，１歳から１歳半，１歳半から3，４歳，４
歳から5，６歳のグループに分けて指導している
が，年長の４-5歳組と5-６歳組の子どもたち
は，合同で一緒にやることも多いという．
一日のプログラムは，６時に来園，7時半から
一緒に朝食．午前中はフレーベルの遊具を使って
フレーベルのモットーの書かれた
幼稚園の外観
フレーベルのシンボルで飾られた子どもの入口
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遊ぶ．内容は，日によって違うが，だいたい10時
から11時までは，外遊びが多く，園の外に散歩に
行くことも多いという．11時から昼食で，12時か
ら午後１時までは昼寝，2時から両親が迎えに来
られる家の子どもは，家の人と帰るが，残る子ど
もたちは，コーヒーとおやつの時間があり，更に
午後のプログラムを続けるという．
午後の2時以後は，外で遊んだり，内で遊んだ
りして，家の人が迎えに来るまで，午後のプログ
ラムを行う．行事は四季を通じてさまざまなもの
を用意しているという．幼稚園の修復は，ほぼ終
わり，隣の建物は，９月には完成予定だという．
説明の後，庭をみせてもらったが，大きなブナ
の木が多く植わっていて，緑豊かで，とてもいい
雰囲気の庭である．前方には，かなり広い遊び場
があり，その左側には，子どもが自由に出入りで
きる小さい家が3つ，丸木で作られてあり，中央
に滑り台，砂場があり，右には，特に夏に多く利
用するというベンチとテーブルが備えられてあっ
た．園の建物の裏には，相当に古い大きなブナの
木が植わっていた．
子どもたちが遊ぶ広い庭の更に向こう側に，い
わゆる「Fröbel の庭」という作物を収穫する庭
があり，当時 Fröbel がやったような仕方ではな
いが，現在もグループごとに，そこで子どもたち
は植物の世話をしている．特に右奥には子どもた
ちのために，それぞれに区切られた自分たちの受
け持ちの区域（小さな畑）があり，先生とともに
世話をしていると説明があった．園を後にしたの
は，午後１時ぐらいであった．
⑤ 　ヴィルヘルミーネを偲ぶ石碑（Gedenkstein 
für Wilhelmine Fröbel）」
Fröbelmuseum の横の道から駅の方へ歩いて
行くと，見慣れた階段に行きつくが，そこは，
「フレーベルバンデルン（Friedrich-Fröbel Wan-
derweg）」 の 入 り 口 に 当 た る と こ ろ で あ り， 
Keilhau に行く時にも通る，ピンク色の手すりの
階段である．何回か通り，その場所があることは
分かっていたが，そこが「ヴィルヘルミーネ
（Charlotte Wilhelmine Froebel geb. Hoffmeister. 
1780－1839）を偲ぶ石碑」のある場所だとは，気
づかなかった．そばに寄ってみると，1995年5月
3日に開催された「日・独会議」に参加した際，
その除幕式が行われた場所であることが思い出さ
れた．確かに，あの時，筆者は，ここに居たので
ある．
フレーベルの最初の妻，Cha. Wilhelmine は，
1839年5月13日，Bad Blankenburg で 亡 く な っ
ているが，ブルクヴェーク（Burgweg）には，
彼女が埋葬されている墓（Pestfriedhof）があ
る．その墓は古くなり，1996年改築され，その
際，以前から建てられていた墓の隣にこの記念碑
が建てられた．「ヴィルヘルミーネを偲ぶ石碑
（Gedenkstein fuer Wilhelmine Fröbel）」と記さ
れたその記念碑には，「Wilhelmine Fröbel, 1780-
1839」と彫られている．
⑥　Fröbel 夫妻の「住んでいた家（Wohnhaus）」
Wilhelmiene Fröbel 夫人の墓からそんなに遠緑豊かな大きな園庭
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くないところに Fröbel 夫妻が Bad Blankenburg
に移り住んで来て住んだ家がある．二人が，この
町に来たのは，1837年で，夫妻が生活をしていた
その住居は，駅の近く，シュヴアルザ（Schwar-
za）川から道を一つ隔てた所に残っている．その
家は，以前は「製粉所」であり，そこに夫妻は，
1844年まで住んでいた．現在は，ペンキ屋が住ん
でいて，彼はそこで商売もしているという．現
在，薄いレンガ色の壁に書かれている文字は，
「Pulver Muehe」と一段目に書かれ，二段目に
「Friedrich Fröbel Wohnhaus」と書かれ，三段
目に「1837-1844」と書かれ，左側の壁にペンキ
を塗っている人とともに「Malerfachbetrieb」と
書かれている．
⑦ 　「フレーベルが遊具を作る作業所にしてい
たという家（Geschäftshaus）」
Bahnhofstrasse 10にあるという「フレーベル
が遊具を作る作業所にしていたという家（Ge-
schäftshaus＝従来，「商館」とされて来た）」を
探し，見つけることができた．そこで彼は，自ら
考案した遊具を完成させ，各地へ発送する荷造り
もしていた．その建物は，Bahnhofstrasse に面
して居て，隣には人が住んでいたが，その建物自
体は，ほとんど朽ちて壁も崩れていた．ただ，標
識だけはかかっていて，それには，「フレーベル
の作業した家（Friedrich Fröbels Beschäftshaus）」
と刻まれていた．
6．Bad Blankenburg と Keilhau
①　 Bad Blankenburg から Keilhau への道
４月10日（火），滞在の早い時期に， Keilhau を
訪問したかったので，この日，下見も兼ねて行け
る所まで行こうと，博物館でもらった地図とイン
フォメーションで買った地図を頼りに，分かりや
すい道を10時頃歩き始める．途中分かれ道にな
り，ちょうど車から降りてきた親子連れがいたの
で，道順を聞き進んだ．遠くの森や山まで見渡せ
て，左右は何もない平原なので，とても気持ちが
いい．
Thüringen の森には山並みに沿って，家々が
立ち並ぶ村落が点在するが，しばらく歩くと，一
つの村にたどり着いた．そこは，住民わずか96名
という Kleingöliz という村で，左下には，Gross-
göliz の村の赤い家々の屋根が，山間に美しく日
の光を浴びていた．フレーベルブリック（Fröbel-
blick）まで1.4㎞，バーロップの塔（Baropturm）
まで1.9㎞の地点である．少し歩くと Blanken-
burg から Keilhau の間にあるフレーベルの史跡
ブランケンブルクからカイルハウに向かう高い道
からの眺め
ハイキングコースの目じるしが木の幹に記されている
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を巡る「フレーベルハイキングコース（Friedrich-
Fröbel Wanderweg）」に出たので，その道を歩
く．ゆっくりと歩いたので，Fröbelblick にたど
り着いたのは，午後１時半ぐらいになっていた．
Blankenburg 駅より3.7㎞の地点であった．
② 　「Kindergarten」という名称が浮かんだ場
所，フレーベルブリック（Fröbelblick）
Fröbelblick と書かれた標識のところからは，
Blankenburg の町は見渡せなかったので，160年
余りの歳月により，地形も変わり，木々の生え方
も変わったので，その町はここからは，もう見え
なくなっているのだと思い，期待していたその場
所から見る「花園のように美しい Blankenburg
の町並み」の景色は半ばあきらめていたのだが，
その標識の右上に少し小高い丘があり，特別な明
るさを感じたので，行ってみた．するとそこに，
あの台形の上に正方形があり，その上に球が乗っ
ている，あのフレーベルのシンボルマークとして
の記念碑が建っていた！ その記念碑の下には
「ANGELICHS DIESER LANDSCHAFT PRÖ-
GIE FRIEDRICH FRÖBEL DEN BEGRIFF DES 
KINDERGARTENS」と記されていて，そこが，
Fröbel の脳裏に「Kindergarten」という言葉が
浮かんだ場所であることが記されていた．確か
に，そこから見ると，左下に開けた展望の中に
Blankenburg の町が絵のように美しく見えた．
その町はもちろん変貌したのではあろうが，167
年の長き歳月を経ても，総体的に見れば，そこか
らの景色は変わっていなかった．その記念碑は
Blankenburg の美しい光景を眺め続けて来たこ
とになる．感動である．それより先，少し進んだ
が時間的に Keilhau まで行くのは無理なので引き
返すことにする．
帰りは，全く同じ道を通ったが，Fröbel が
Fröbelblick で Kindergarten と言う言葉を思いつ
いたのは， Keilhau からの帰り道であったから，
どういう風に見えるのか，とても楽しみだった．
太陽の光も届かない松林の山道を700m ぐらい上
りきったところは，峠だった．その峠から，少し
離れた小高い丘に，Fröbelblick の記念碑が建っ
ていた．そこからの Blankenburg の町の眺めは，
あたかも四方から明るい光が注ぎ込まれているか
のように輝いて見えた．
その景色を見た途端，Fröbel の脳裏には，長
らく考えていた「遊戯の作業所施設（Erziehungs-Fröbelblick にある記念碑
Fröbelblick からの眺望
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anstalt）」にふさわしい名前がインスピレーショ
ンとして突然に浮かび，その名前は，頭の中に
ファンフーレのように鳴り響き，Fröbel は，そ
こで叫んだという．「Kindergarten！ Kindergar-
ten！ その名は Kindergarten でなくてはならな
い！」と．
③　Baropturm
現在でもなお，Fröbelblick から Bad Blanken-
burg の町をみわたせることに感激しながら，そ
の記念碑を背にしてシュタイガー山の尾根を0.5
㎞上って行くと，木立の中から塔が現れてきた．
Baropturm である．バーロップ（Barop, Johan-
nes Arnold, 1802～1878）は，ミッデンドルフ
（Middendorf, Wilhelm, 1795～1853）の甥にあた
り，後にカイルハウの校長となり，その経営的手
腕により，学園を繁栄に導いた．
その塔自体が何か古ぼけて冷たい感じがしたの
だが，その場所は，周囲には何もなく，そこから
周りを見渡すことも出来ず，そこには，なにか寂
しい雰囲気が漂っていた．塔に銅版で文字が刻ま
れていたが「Baropturm」という文字と彼の没年
「1878」という文字以外は読めなかった．
来た道を戻ったが，城壁に沿った道で一団の子
どもたちが，後方から土を蹴り砂煙を上げながら
歩いてきて，たちまち追い越して行った．
④　Keilhau の学園
４月11日（水），前日，途中までしか行けな
かった自由フレーベル学園カイルハウに行くこと
にして，昨年のペスタロッチー・フレーベル学会
でお会いした，Dr.Reimund Meffert 教諭を訪ね
ることにする．
少し天気が心配だったが，だんだんに晴れて問
題ない良い天気となった．まず，駅前の「フレー
ベルハイキングコース」を出発点として９時頃に
歩き出した．その地点から，Fröbelblick までは
3.7㎞（違った標識の合計で5.1㎞となるものも
あったが……）Baropturm までは，4.２㎞ある．
まず，なだらかな坂道を上り，次にピンクの手摺
バーロップの塔
そこに刻まれている文字
コースの多くの場所で標識が見られた
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の道幅の狭い階段を上り，「お城（Burg Greifen-
stein）」の脇の道を抜けると，平坦なハイキング
コースとなる．しばらく1.２㎞ほど歩くと，かな
り高台なので，左側には遠く山々の尾根が見渡せ
るようになる．その山々は折り重なるように優し
い雰囲気の景色を構成していた．平地が終わる
と，なだらかな坂道が始まり，そこからは林道と
なっていた．
そこから Fröbelblick までは1.3㎞ある．道を
切り開いたのだろうか，右側の山は一部崩れて，
その断層がはっきりと見えていたが，ほとんど石
であり，木々は十分に根を張れない状態となって
いた．この辺の地層は石で更に赤土であり，植物
にとってはそんなに良い環境とは言えないようで
ある．木々は赤松に似ていたが，そんなに太くは
ないし，途中から折れている木々も大変に多く見
られた．
Blankenburg から Fröbelblick に行く場合，右
上の高台に記念碑が建っているのだが，その場所
はとても見えにくく，注意深くしていないと通り
越してしまう．前日も見たその記念碑を見て，
Bad Blankenburg の街並みを眼下に見下ろし，
そこから，1.5㎞の地点， Keilhau の町を目指し
た．因みに，そこから Rudolstadt までは，11㎞
ある．
薄暗い松林の，かなり急な下りの一本道が
700m ぐらい続いていた．視界が開けると，そこ
は山々に囲まれた草原だった．右手を見ると数軒
の赤い屋根の家々が見えたので，その方向へ歩い
て行く．途中，新しく出来た民宿であろうか，
「2002年から」という表示のある家を見かけた
が， 人 が 居 る 気 配 は な か っ た． た だ，「zum 
FÖBELBLICK」という看板だけが目だっていた．
少し歩くと直ぐに美しい Keilhau の佇まいのな
かに，「自由フレーベル学園カイルハウ」は見え
て来た．学校に着くと，ドアは開いていたが，
オースターの休暇の続きで学校は休みで，Dr.
Meffert 教諭には会えなかったが，留守番の人は
居て，日本からのお土産を渡してくれるように頼
み，また６月に来る予定があるので，そのことを
メッフェルト教諭に伝えて欲しい旨を話した．電
話番号をくれたので，宿泊予定となる「Zum 
Steinhof」の電話番号と名刺を渡した．（６月14
日（木）訪問は実現し Dr.Meffert 教諭に会え，
さまざまなことを説明してもらえたが，紙面の関
係でその経緯は，次の機会に譲らざるを得ない）．
休暇中で校舎内には入れなかったので，外側を
見て回った．手前の大きな学校の建物が生徒たち
の宿舎になっていて，その建物の右側には，
Fröbel が1817年にグリースハイム（Griesheim）
から移転させた建物がそのまま残っていた．ただ
し，現在その建物は博物館として使用されている
ということだったが，その日は，休暇で開いてい
なかったので，６月に訪れる時に詳しく見学する
ことにする．道路を隔てた右側に小ぢんまりとし
た図書館があった．その間の道を降りていったと
ころの左側に「カイルハウのフレーベル幼稚園
（Fröbel Kindergarten Keilhau）が建っていた．
宿舎の裏側には，子どもたちの遊び場があり，そ
銘板には「1817年，ここに学園を基礎づけた」と
書かれている
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こから5分ほど歩くと，学園の向かい側の小高い
丘の上から学園を見下ろすように，Fröbel の記
念碑がある．その記念碑は銅版のようなものに，
Fröbel と子どもたち８人が描かれている．その
中に一人だけ少女がいるのだが，その少女が花束
をフレーベルに渡している．その絵の下には次の
ように記されていた．「カイルハウ学園創設者の
記 念 の た め に（DEM ANDENKEN DER 
GRUENDER ERZIEHUNGSANSTLT KEILHAU）」
更には，左から順に次の三名の名前が生年と没年
を合わせて書き記してあった．「ウイリヘルム・
ミッテンドルフ（WILHELM MIDDENDORF ☆
20-9-1795 27-11-1853），フリードリッヒ・フ
レーベル（FRIEDRICH FROEBEL ☆21-4-1782 
21-6-1852）， ハ イ ン リ ツ ヒ・ ラ ン ゲ タ ー ル
（HEINRICH LANGETHAL ☆3-9-1791 21-7-
1879）」そして，「以前カイルハウに住んでいた
人々の結束に敬意を表して感謝をこめて（IN 
DANKBARER VEREHRUNG GEWIDMET 
VON BUNDE EHEM. HUER）」と記されてあつ
た．その記念碑を見て，帰途についた．
7．Fröbel の生誕225周年を記念する 
　　「子ども祭り」
①　絵画学校で催される「子ども祭り」の掲示
Blankenburg の Schwarza 川のほとり，前述の
公園内にある「遊戯の記念碑」から橋を渡り，
Pestalozzistr. と Fröbelstr. にはさまれた場所，
Schwarzburgerstr. 10，そこに堂々とした赤レン
ガの教会風の建物が建っていた．その建物は，
「小さい王子（Der Kleine Prinz）」という名前の
「絵画の学校（Malschule）」だった．玄関の掲示
板に何か掲示されていた．その掲示物のデザイン
は，岩崎次男教授監修のもとに，フレーベル幼稚
園創設150周年を記念して「フレーベルが女性た
ちに宛てた手紙」を何人かで共訳して（筆者も部
分的に訳した）世に出した『フレーベル賛歌』の
表紙になっているデザインと同じものだったか
ら，見覚えがあったので目を引いた．足をとめて
読んでみた．
そこには，「2007年４月21日，フレーベルの225
学園の向かい側，小高い丘にある
記念碑 「子ども祭り」の開催予告掲示
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周年の誕生日を記念して，17：00から，ここで，
フレーベル幼稚園（Fröbelkindergarten）とフ
レーベル高等学校（Friedrich‐Fröbel‐Gymmna-
sium）の生徒たちの協賛で，『親愛なるフレーベ
ル 先 生 へ， 音 楽 的 に 縁 取 っ た 聖 書 の 朗 読 会
（Lesung mit musikalischer Umrahmang）」を催
す』」旨の内容がプログラムと共に記されてあっ
た．Bad Blankenburg では，現在でも，Fröbel
の生誕祝いに，さまざまな催しが行われるのであ
る．
② 　Fröbel が考えた Kindergarten での運動遊
戯
Fröbel の生誕225周年を記念する「子ども祭り
（Kinderfeste）」が Bad Blankenburg で行なわれ
る こ と に な っ て い た４月21日（Fröbel の 誕 生
日），筆者は，その式典に参加するため，宿泊先
の隣町 Saalfelt から８時19分発の列車で行った．
駅から歩いて，会場となる市役所の前の広場に着
いたのは９時を少し過ぎていた．
間もなく幼稚園の先生たちが，鳩をもって，市
庁舎に入り，９時15分頃に両親と子ども達が集
まって来た．入り口に，博物館に展示してある一
部が飾られ，式典は，二階の Fröbelsaal で行わ
れた．そこに，椅子が20用意されていて，そこに
座る．
ほとんど定刻の９時半に子どもたちが先生に手
を引かれて入場．先生は園長を混ぜて12人．始ま
る頃には，後ろは一杯になっている．両親，祖父
母，叔父，叔母など日本の幼稚園の学芸会・運動
会と同じように，家族の人が多く見に来ていた．
園長先生が開会の挨拶，司会を担当．まずは，
市長がフレーベル幼稚園の行政的な支えなど，挨
拶をして，それから，園長先生が，今日の祭りの
意義，幼稚園の今日的課題などについて話され， 
Rockstein さんを初めとして，いろいろと今日の
祭典に協力してくれた人に感謝する旨の謝辞があ
り，こうした会に初めて日本人（筆者）が参加し
てくれて嬉しく思うという謝辞も述べられ，恐縮
した．９時45分，並んだ子どもたちが歌い始める
ことで会は始まった．
手をたたいて，持っている色とりどりのスカー
フをあげたり下げたりする少し遊戯を交えた歌で
あった．子どもたちは，普段の衣装を着ている子
どもと当時の子どもの服装をしている子どもの二
種類があった．普通の帽子をかぶっている子や，
ボール紙で作り色をぬってある帽子をかぶってい
る子どもなど様々だった．全体的には，子どもた
ちに合わせて親たちも手をたたくような自由な雰
囲気で会は進行した．会のだいたいのプログラム「子ども祭り」の始まり
スカーフを使ってのお遊戯が始まる
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進行は，次の通りである．
1．年少組の輪の踊り．
真ん中に小さな子が１人しゃがんでいる．その
真ん中に居る一人の子どもを囲み，周りの子ども
がその子どもの周りを回る．真ん中の子どもは，
立って輪の外に出て，輪の外を回り，また輪の中
へ帰り，またしゃがみ込み，周りの子どもたち
は，手をたたきながら更に回り踊る．
2．年少組の指に合わせて歌う歌
手を上げて，指を出し，反対の手は肘に置き，
その手は，上に上げたり戻したりしながら，上げ
た手の指を見て，歌に合わせてする簡単な運動遊
戯．先生の指を見て，子どもたちも歌いながら，
その指を動かす．その間に両手を上げて，また下
げて，指を見て歌うことを繰り返す．子どもたち
は先生が代える指に合わせて自分もその同じ指を
出すが，これは難しいらしく，間違える子が大変
に多かった．難しいので，合わない子や，できな
い子どもも出てしまう．
3．スカーフを使う年長の歌と踊り
先生二人がギターを弾き，子どもたちは，前に
並び，持っている色とりどりのスカーフを上げた
り下げたりしながら歌う．終わるたびに拍手が起
こる．
4．年少組のボールの恩物を使った歌
ボールの動きに合わせて，先生が歌い，それに
合わせて子どもたちも歌う．最初にボールを隠し
ておいて，それを現し，いろいろとボールの動き
に言葉をそえて，歌も入れる．これは伝統的なフ
レーベルの恩物の指導法に従っている遊戯だと
思った．
5．年長組の輪の踊り
2列になって歌いながら出てくる．輪になり，
回り，二人ずつに別れ，腕を組んで手をたたき，
スキップして回る．また，大きな輪になり，回
り，再び二人ずつとなり，向かい合い目を見て手
をたたく．スキップして回る，フォークダンスの
ような動きである．
6．最後は皆で歌う歌
「キンダーガルテン，キンダーガルテン」と繰
り返す歌で，先生たちも歌い，両親も歌い，最後
は大きな合唱となり，終わった．
表現されたフレーベルの運動遊戯は，かなり，
現代的にアレンジされたものではあったと思う
が，しかし，フレーベルが，円環的な遊戯の表現
によって，子どもに認識させようとした意図は十
分に表現されていたと思う6）．
③　Fröbel の遊具に関しての懇談
10時15分，遊戯会は終わり，年少の子どもたち
から，親が連れて帰る．用意されているテーブル
には，積み木，折り紙，切絵，手芸，恩物など
様々なフレーベルの遊具が置かれていて，それで
6 ）　フレーベルにおいては，室内で遊具を使用して
行う「造形的遊び」と「運動遊戯」とは無関係で
はない．その関連性について考察した論考は次の
ものである．拙稿「フレーベル教育学における造
形的『遊び』と運動遊戯との関連性～象徴的視点
か ら ～」，『 中 央 大 学 論 集 』 第11号， 平 成2
（1990）年3月．
テーブルの上に用意された遊具で大人と遊ぶ子ど
もたち
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しばらく子どもと大人が楽しそうに遊んでいた．
園長さんや M. Rockstein さんもいろいろとフ
レーベルの遊具について話をしていた．参加者
は，いろいろなテーブルに用意された遊具で遊び
ながら，さまざまにフレーベルの教育について話
し合っていた．
たとえば，四つの正方形が二列，あるいは二段
に並んだ十六片の積み木は，それからさまざまな
数の形を作ることができ，最終的には，大きな正
方形の箱に再び収まる．その遊びは言葉を添えて
するのだが，それは，部分は全体の一部であり，
常に分解されたものは，再び統一にもたらされる
という，フレーベルの根本思想を表す遊びなので
ある．その遊びにより，子どもたちに，ばらばら
なものも，統一がその背後にあることを感じ取ら
フレーベルの遊具について意見を交わす大人たち
ロックシュタインさんの説明を聞く市長
「フレーベル生誕225周年を祝う祭
典」のポスター
せ，常に部分は全体に位置づくことを感じ取らせ
ることができる．そこに彼の考えた「遊具・遊
戯」の教育的効果があるわけなのである．そのよ
うな説明を市長も興味深そうに聞いていた．
市庁舎の窓に張られていた，本日の「フレーベ
ル生誕225周年を祝う祭典」のポスターが欲しい
と園長先生に頼むと，市役所の人に頼んでくれ，
もらえた．シンプルできれいなポスターだ．
8．「絵画学校」における祝典
午後5時から Schwarzwelgerstr. 10にある「小
さい王子（Der Kleine Prinz）」という名前の「絵
画の学校（Malschule）」で，やはり生誕225周年
の記念の祝典が，Friedrich‐Fröbel‐Gymmnasium
の生徒たちと Kindergarten の協賛で行なわれる
ことがわかっていたので，その祝典に参加するた
めに，少し早かったが，４時に行ってみた．
既に準備のためにその学校の経営者は来てい
た．折り紙から立体的に作ったきれいな飾りを二
つくれた．ポスターが美しかったので欲しいとい
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うと快くくれた．外のベンチで待っていると，生
徒らしき人がギターを持ってきて，女生徒と歌の
リハーサルを始めた．４時半に集合がかかってい
るらしく，次々に高校生がやって来て，全部で女
生徒６人，男子生徒１人の合計7人の高校生が集
まった．幼稚園の生徒たちは，皆，当時の洋服を
着て参加していた．部屋には，椅子がいくつか用
意されていて，座って良いというので，座る．
Fröbelmuseum の M. Rockstein さんの姿もあっ
た．
ほとんど定刻の5時に，外に並んだ幼稚園の生
徒たちが入場して，会が始まる．幼稚園生の服装
は，フレーベルの時代のものであろうものに統一
されていて，可愛らしい．
式典のプログラムに沿って概略をスケッチすれ
ば，次のようになる．
①　第一部　子どもの運動遊戯
1．輪の踊り
午前に見たフォークソングのような踊りで，輪
になり，二人に分かれてスキップをし，その二人
になった組みがそれぞれ，腕を組んでスキップし
て回り，また，大きな輪になるということを歌に
合わせて繰り返す．
2．キンダーガルテンの歌
前に集合したところで，午前中にも歌っていた
「キンダーガルテン，キンダーガルテン」と繰り
返す歌を幼稚園生たちが歌う．
3．真ん中の子を取り巻き踊る
これも，午前中に見たものと同じだったが，先
生が2人入り，子どもたちは，手をつないで外側
に大きな輪を作り，その内側には，子どもたちに
より，小さな輪が作られている．内側の子どもた
ちが回り，それを囲んで輪を作っている外側の子
どもたちが踊る．外の子どもたちが，回っている
最中に，内側で踊っていた子どもたちが，外側に
出て，外側で踊っていた子どもたちをくぐり，ま
た内側に戻る．これも午前中やっていたが，舞台
が広いせいか，午前中の演技よりは，まとまって
いた．この遊戯は，ばらばらになっても常に全体
に戻れるという，フレーベルの中心思想を表現し
ていて，遊具としての積み木でも示した内容を，
身体を使った運動遊戯によっても表現しようとす
るものであり，とても興味深かった．
遊戯が終わると，子どもたちは，風船につけら
れているお菓子の簡単なパックをもらい会場を出
て行き，両親とともに家路についた．会場では，
前方の壇上に大きな机が用意されていて，そこに
Fröbel‐Gymmnasium の 女 生 徒 た ち が，Fröbel
の折り紙，切り紙，手芸などを，まいかけをかけ
てしていた．その作業は続けられ，左側の椅子に
座っていた男子生徒が，朗読を始め，第二部が始
まった．
② 　第二部　Fröbel‐Gymmnasium の生徒によ
る朗読
第二部は，Fröbel の生涯から朗読が始まり，
彼のなした幼稚園に対する功績を讃える朗読だっ
たが，男子生徒の朗読を中心に，６人の女子生徒
が代わる代わる朗読をするという形式がとられ
フレーベルの時代の衣装を身につけた子どもたち
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た．また，途中には，小学校の高学年ぐらいの男
の子がピアノを弾き，先生が，ギターを弾いて子
どもをテーマにした独唱が入り，また朗読に移る
という構成であった．その間女生徒の作業は続い
ていた．ピアノは，最初エリーゼのために，次が
トルコ行進曲など，日本でもおなじみの曲が選曲
されていた．
Fröbel‐Gymmnasium の生徒たちの朗読は，か
なり長いものになり，それが終わったのは，６時
半，朗読をしてくれた人，先生方には，フレーベ
ルの愛花ユリが送られていた．筆者は，Saalfelt
に帰らなければならず，最後まで見て，いろいろ
と質問したいこともあったが，その時間的余裕が
全くなかったので，直ぐにそこを出て，帰路につ
いた．
む　す　び
Fröbel は， Keilhau からの帰り道，その視界に
広がる Blankenburg の景色を見た．その展望は，
彼にとって，それまで抱いて来た教育学的理想を
実現させるための究極的な光景であったと同時
に，それから始まる幼稚園教育の大きな指針を示
す道標（みちしるべ）ともなった．その意味か
ら，Blankenburg を見下ろした，その峠の小高
い丘から展開する光景は，それまでの彼の教育学
的思索の集大成となったのみならず，それから始
まる幼稚園事業のあらゆる困難に立ち向かうべき
信念，その内的なエネルギーを生み出させる現実
的な一つの景色ともなったわけなのである．
Fröbel が Blankenburg の町を見下ろしたその
丘は，山間の一つの小さな丘に過ぎない．しか
し，その小さな丘は，「子どもを通じて世界の平
和を願った，Fröbel の壮大な願い，その教育的
理想を世界へと広げることにもつながる大きな
丘」となったが故に，Fröbelblick と呼ばれてい
るのであろう．
在外研究の年が，Fröbel の生誕225周年を祝う
年に当たり，さまざまな祝賀行事に参加でき，幼
稚園で行われた Fröbel の運動遊戯を実際に見る
ことができたことは，まことに幸運なことであっ
た．室内で遊具を使用して行う遊戯が，実際に子
どもたちの身体を通して表現されるのを実際に目
の当たりにして，大きな感激を味わうことができ
た．また， Rockstein 館長が主宰する「フレーベ
ルゼミナール」にも参加することができ，実際の
Fröbel の行っていた教育にもふれることができ
て，大きな学びを得た．
謝　　　辞
在外研究が実り多きものになるように，多くの
方々からさまざまな助言や援助をいただいた．こ
の場をお借りして衷心よりの感謝を申し述べる次
第である．
付　　　記
本稿は，2007年度中央大学在外研究員として，
2007年４月１日より９月30日までドイツに６か月
間滞在し調査研究に従事した研究成果の一部であ
フレーベルギムナジユムの高校生とフレーベル幼
稚園の子どもたちとの協働作業により，会は進展
した
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る．
ドイツ地名の日本語表記は，文献によりかなり
の違いが認められるので，本稿においては，総て
日本ペスタロッチー・フレーベル学会編〈『ペス
タロッチー・フレーベル事典（増補改訂版）』，玉
川大学出版部，2006年12月〉に従った．
（理工学部教授・教育学，倫理学）
